



Graduates who do not feel attachment in their almar mater
―Grand total of the Suzuka junior college graduate investigation―
Kawamata Toshinori
Graduates get the concern had from many junior colleges as stakeholders, various
opinions are related to the reform of junior college. Although the Suzuka junior college
passed through establishment 42 years, it investigated the graduates’ consciousness and
situation and consideration attending school and after it graduates this time for the first
time.
This paper showed the grand total result. That there is a graduate who is not estimating
"it was a disappointment" and "does not make selection for the second time Suzuka junior
college " not a little, and having hardly participated in the open lecture of Suzuka junior
college, though it asks for lifelong learning are mentioned especially. It was suggested that
it must be made the junior college which can offer the contents which suited needs, and a
graduate can ask frequently, and is hung on mind.
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また、（四年制）大学女子の進学率は、1965 年の 4.6％から、2002 年 33.8％、2007 年 44.7％
へと急激に上昇した(3)。短大の進学率は、1965 年の 6.7％から 1995 年の 24.6％と上昇し、こ
の年まで大学進学率を上回っていたが、以後、2000 年が 17.2％、2002 年が 14.7％、さらに
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示すならば、日本の女性の労働力率は、20 歳代前半と 40 歳代後半の 2 回頂点があり、30 歳代
が底となっている。2004 年の資料によれば、「Ｍ字型」カーブのボトムが 61.4％と前年度より
1.1％アップ、10 年前と比較すると 7.9％も上昇しているという点が大きな変化として指摘でき





















発足から 30 年余りに 2 万 4000 人を輩出。国文・英文・家政・児童教育・教養。１学年の学
生数は調査時点で 1000 人。卒業生調査は 1965 年に一度実施。
1952-1980 年までの 29 回の卒業生を５期に分け、各期について学科比較を鑑みて抽出し
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初等教育・国文・英文、１学年 700 人）・大阪都市圏（経営・情報・秘書、１学年 300 人）・四
国中都市近郊共学（経営情報・生活文化・食物・幼児教育）。卒業後 1-6 年の卒業生 4400 人に




政科・教養系学科卒業 6-8 年目の 900 名を対象にした郵送法（76 名は住所不明）。1995 年 7-8
月に実施。回答は 419 名で、著しい不備など 20 名を除く 399 名を分析（回収率 44.3％）。回




対象は、1981 年・1986 年・1991 年にそれぞれ卒業し、首都圏に居住する女性で、女子短期
大学２校 720 人、４年制女子大学３校 540 人、４年制共学大学５校 900 人へ調査票を郵送留置









年 7 月実施。15000 人から無作為抽出で 2000 人へ質問紙を郵送し、739 の有効回答を得る（回
収率 37.7％）。短大卒業生への調査は 2004 年 8 月実施。20000 人から無作為抽出で 1000 人へ




2004 年 1～3 月に九州地域の８短期大学（近畿大学九州短期大学・香蘭女子短期大学・佐賀女
子短期大学・佐賀短期大学・精華女子短期大学・東海大学福岡短期大学・長崎短期大学・福岡
－ 4 －
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61-65 年卒、Ⅲ期 66-70 年卒、Ⅳ期 71-75 年卒、Ⅴ期 76-80 年卒）。
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1986 年施行の均等法の前後 10 年ずつの卒業生を「プレ均等法世代」「均等法第一世代」と
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2008 年 3 月までの卒業生全 7079 名のうち、同窓会・鈴友会名簿に最新の住所が記載さ










回収時期：2008 年７月１日～７月 31 日
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四年制大学 124 29.8% ＊
他の短大 277 66.6% ＊
専門学校 53 12.7% ＊
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家族・親戚等 自分 奨学金 その他
全くない 4.1% 66.8% 86.2% 97.0%
一部分 5.2% 27.1% 8.5% 0.2%
大部分 27.9% 1.6% 2.2% 0.0%
全額 61.1% 2.4% 0.5% 0.3%
無回答 1.7% 2.2% 2.7% 2.5%
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栄養士 38 人・管理栄養士（本学卒業後、実務経験 3 年以上を経た者が国家試験に合格する
と取得できる。本学では、管理栄養士国家試験準備講習会を 1995 年より毎年開催している）
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とても役立つ 13.8% 12.1% 10.7% 11.8% 10.5% 8.5% 8.2%
役立つ 33.5% 34.2% 32.4% 35.1% 31.7% 34.5% 36.7%
どちらとも言えない 25.9% 23.5% 28.2% 34.5% 38.9% 40.0% 38.1%
あまり役立たない 11.4% 10.8% 12.5% 8.2% 8.6% 6.6% 7.1%
まったく役立たない 8.9% 13.2% 9.2% 3.8% 3.8% 3.6% 3.3%
無回答 6.4% 6.3% 6.9% 6.7% 6.6% 6.9% 6.7%
合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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とても必要 24.3% 9.7% 20.8% 22.7% 8.6% 26.8%
必要 34.6% 40.3% 47.8% 39.3% 12.1% 35.3%
どちらとも言えない 17.1% 26.5% 17.2% 18.0% 34.5% 19.1%
あまり必要ではない 8.8% 8.5% 3.9% 6.7% 17.9% 6.6%
まったく必要ではない 8.0% 7.2% 3.8% 5.6% 18.2% 5.5%
無回答 7.2% 7.8% 6.4% 7.5% 8.8% 6.7%
合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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短大 鈴鹿短大 同分野 大学 専門学校 進学せず
まったく可能性ない 10.2% 13.5% 10.3% 9.6% 22.9% 47.6%
可能性低い 7.4% 8.9% 7.7% 6.0% 10.0% 7.2%
どちらとも言えない 22.9% 27.7% 23.5% 11.9% 18.0% 6.1%
可能性高い 12.9% 11.3% 14.1% 17.2% 10.7% 2.2%
とても可能性高い 16.8% 6.9% 11.8% 42.3% 8.0% 2.0%
無回答 29.9% 31.7% 32.9% 13.0% 30.4% 34.8%
合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
【表20】 もう一度、高校卒業後の進路選択をするならどうするか
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(7) 厚生労働省雇用均等・児童家庭局編『平成 16 年度女性労働白書――働く女性の実情』21
世紀職業財団、2005 年、2 頁。以下、本節の統計は同書同頁。






ている。調査対象の職種別は、専門職 21％・事務職 60％・ＯＡ関連職 3％・販売職 4％・そ
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究費補助金基盤 B1 研究成果報告書）、2007 年、短期大学基準協会調査研究委員会編『短期
大学ステークホルダー調査ハンドブック――短大教育の飛躍を目指して』2008 年などがある。
(16) ここで比較された全国の高学歴女性調査とは、日本労働研究機構『女性の職業・キャリア
意識と就業行動に関する研究調査研究報告書』99、1997 年（20-44 歳までの女性 1500 人へ
郵送法で 1026 人から回答を得る）である。これは、1992 年度のデータから主成分分析を行
い４グループに分けたものであり、首都圏 30ｋｍ・福島市・広島市という３地点の調査が分
析された（都市型・地方型・中間型という特色ある地域による比較のため選定された）。その
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